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令和 7 年度 国内視察報告書 
 

～地方都市の DX／産業振興事例を学ぶ 新潟・燕三条～ 
報告者： NPO 静岡情報産業協会（SIIA） 視察団一同 

視察期間： 2026 年 1 月 22 日（木）～23 日（金） 

1. 視察の概要 
本視察は、静岡県と人口動態や産業構成が極めて近似する新潟市および燕三条地域を訪問し、

地方都市がいかにして DX（デジタルトランスフォーメーション）を実効性のある産業振興に

結びつけているかを調査することを目的としました。 

静岡市が直面する「人口減少」という深刻な課題に対し、単なる既存施策の延長ではない、テ

クノロジーと外部連携による生産性向上の具体的なヒントを、現場での実体験を通じて抽出す

ることに主眼を置き実施しました。 

 

視察行程と訪問先 

日程 時間 視察先・内容 

1 月 22
日 

13:00 新潟市役所（るふる庁舎）：都心軸「にいがた 2km」・XR プロジェ

クト体験 

 14:30 株式会社メビウス「共創ラボ」：産学官連携「おいしさ DX」の取組

み 

 15:00 株式会社リプロネクスト：メタバース活用による地域課題解決事例 

 16:30 NINNO（新潟県イノベーションスペース）：官民連携エコシステム

の視察 
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1 月 23
日 

09:20 燕市産業史料館：燕三条の産業史と適応的進化の変遷 

 10:20 藤次郎株式会社：オープンファクトリー視察と職人技術のブランド

化 

 11:40 燕三条地場産業振興センター：産業支援と観光・物産の高度な統合 

参加者（敬称略） 

高橋 義輝、原田 雅樹、小豆川 裕子、高橋 翼（以上、教育研修部会）、山口 俊一（ビジネス交

流部会）、中村 建太（静岡経済研究所）、福地 剛（静岡市参与）、大池 駿介（静岡市主任主

事）、桜井 俊秀（SIIA事務局）、 

2. 視察から得られた核心的知見：三つの「成功エンジ

ン」 
視察団が各現場で共通して感じ取ったのは、DX を「単なる IT 化」ではなく「地域の生存戦

略」として実装している圧倒的な姿勢でした。変革を駆動するエンジンとして、以下の 3 点が

機能していることが明らかになりました。 

①「Ready（準備完了）」の思想 

新潟市では、XR や 3D 都市モデルを単なる「現状の記録」や「防災用」としてではなく、将来

のスマートグラス普及期を見据えた「先行投資」と位置づけています。今すぐの利益が不透明

であっても、将来の技術革新が訪れた際に即座に動ける状態を街全体で作っておくという強い

意志は、静岡のまちづくりにおいても非常に重要な視点となりました。 

② 泥臭い課題を解決する「道具」としての技術徹底 

メタバースや AI は、決して派手な「魔法」ではありません。新潟・燕三条では、婚活、採用、

不登校支援、農業の承継、熟練技能の伝承といった、地域が直面する「泥臭い課題」を解決す

るための具体的な「道具」として、これらの技術が徹底的に使い倒されていました。 

③ 官民の垣根を超える「個の熱量」 

優れたシステムや箱物以上に、イノベーションの起点となっていたのは、官民の立場を超えて
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「地域を良くしたい」と奔走する個人の圧倒的なパッションでした。行政がリスクを取って挑

戦を後押しし、民間がその信頼に応えて現場を動かす。この「役割の尊重」と「信頼関係」こ

そが、真のエンジンであると肌で感じることができました。 

3. 新潟市：都市空間の再定義と「おいしさ DX」の現場 

都市デジタルツインによる「合意形成の民主化」 

「にいがた 2km」プロジェクトでは、3D 都市モデル上で開発後の景観を VR 体験させること

で、都市計画における市民との対話を深めていました。これにより、合意形成における心理的

障壁とコストを低減させています。これは再開発が進む静岡市においても、市民の納得感を高

め、意思決定を高速化するための強力な手段となると考えられます。 

「おいしさ DX」：感性価値の数値化による産業高度化 

食品産業が盛んな新潟市において、熟練職人の「勘」や「舌」の感覚をセンサーと AI で可視化

する試みは、伝統産業が生き残るための極めて現実的な解として提示されていました。 

● 具体的成果： 枝豆の味覚データをチャート化し、エビデンスとして提示したことで、売上

が 2 倍に増加した事例は、データに基づく販促が消費者の行動を劇的に変える力を持つこ

とを証明しています。 

● 示唆： 曖昧な「おいしさ」を数値化（暗黙知の形式知化）し、世界標準のデータとして示

すことで、高付加価値化と輸出促進を同時に実現している点は、静岡の特産品振興におい

ても大いに参照すべき点です。 

4. 燕三条：伝統技術を次世代へつなぐ「適応的進化」 

柔軟に変化し続ける「ピボット」の文化 

燕三条地域の強みは、和釘から洋食器、そして世界的なアウトドア用品へと、市場環境に合わ

せて核となる「加工技術（How）」を維持しつつ、最終製品（What）を柔軟に変えてきた「変

わることを恐れない文化」にあります。過去の成功体験に固執せず、常に時代の要請に適応し

ようとする姿勢は、地域アイデンティティそのものとなっていました。 

オープンファクトリーによる新たなブランディングと採用戦略 

藤次郎株式会社などの現場では、職人の技と最新の生産管理が共存しており、それを「魅せ

る」ことで独自の価値を創出していました。 

● 職人のスター化： 工場を閉鎖的な空間から「かっこいい仕事の場」へと再定義すること
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で、若者や U ターン人材が自ら進んで入職する環境が生まれていました。 

● 体験価値の提供： 単なる「モノ」の販売を超え、製造の背景にある「物語」や「修繕（ア

フターケア）」までを顧客体験（CX）として提供することで、ブランドに対する圧倒的な

忠誠心を生み出していました。 

 

5. 静岡市の産業発展に向けたアクションプランの提案 
今回の視察を通じて得られた知見を静岡市へ還元するための、3 つの戦略ドメインを提案しま

す。 

戦略ドメイン①：Food Tech（静岡・食の感性データ化） 

● 提言内容： 缶詰、お茶、わさびといった静岡の特産品の「おいしさ」を数値化・可視化す

る「味覚解析ラボ」の設置。 

● 期待される効果： 職人のブレンド技術をデータ化して継承するとともに、AI 味覚設計に

よる「プレミアム缶詰」や「輸出専用ブランド茶」の開発を促進し、高付加価値化を実現

します。 

戦略ドメイン②：Civic Tech（デジタルツインによる市民参加型都市開

発） 

● 提言内容： インフラ整備や新しい施設建設の際、VR を活用した景観体験を導入するプラ

ットフォームの構築。 

● 期待される効果： 市民が完成後の姿を事前に「体験」し意見を反映させることで、合意形

成コストを削減し、市民の満足度とシビックプライドを向上させます。 

戦略ドメイン③：Industrial Tourism（「魅せる工場」から「魅せる聖

地」へ） 

● 提言内容： 静岡が誇る模型（ホビー）や伝統工芸、精密機械の製造現場を観光資源として

再定義。 

● 期待される効果： 燕三条のように職人を「地域のスター」としてプロデュースし、国内外

から人が集まる「マニュファクチュアリング・フェスティバル」へと昇華させ、若年層の

製造業への関心を高めるのではないかと思います。 
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6. 結語：SIIA が果たすべき「翻訳役」としての役割 
今回の視察を通じて最も鮮明になったのは、DX の成否は「技術の優劣」そのものではなく、

行政・支援機関・民間の間に流れる「信頼関係の質」に依存するという事実でした。新潟・燕

三条の地では、行政が単なる「補助金の提供者」ではなく「当事者」として民間と同じ視線で

リスクを取り、伴走している姿が印象的でした。 

当協会（SIIA）は、今回の貴重な学びを単なる一過性の「見聞」に終わらせるのではなく、静

岡における官民の「ハブ」および「翻訳役」としての役割を強化すべきであると考えます。行

政の施策を民間の文脈で解釈し、現場の切実な課題を制度設計にフィードバックする。この

「新結合」を推進することが、私たちの使命と考えます。 

また今回、静岡市と新潟市のそれぞれの特徴と関係性において、新たな気付きがありました。

太平洋側に位置し、卓越した量産技術と効率性を強みとして発展してきた「パシフィック・モ

デル」の静岡と、日本海側の厳しい自然環境下で、独自の感性価値とニッチな技術を粘り強く

磨き上げてきた「ジャパンシー・モデル」の新潟・燕三条。この一見対照的な両地域が、互い

の特性を鏡として照らし合わせ、互いの強みを補完し合う関係性は、非常に豊かで可能性に満

ちたものと感じます。 

今回の視察で私たちが目撃した、DX の技術を目的ではなく、あくまでも手段であり「道具」

として使いこなし、地域の未来を自らの熱量で切り拓こうとする姿勢。それを静岡の地場産業

の基盤に融合させていくそのプロセスこそが、太平洋と日本海という二つの海をデジタルと情

熱で結ぶ「新たな共創軸」を確立し、静岡の未来を劇的に変革させる真の起爆剤となることを

確信し、本報告の結びといたします。 

以上 
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 １．教育研修部会 部会長             高橋 義輝 

 ２．教育研修部会 副部会長     原田 雅樹 

 ３．教育研修部会（SIIA 理事）    小豆川 裕子

４．ビジネス交流部会 部会長    山口 俊一 

 ５．教育研修部会     高橋  翼 

６．（一財）静岡経済研究所 主任研究員     中村 建太 

７．SIIA事務局    桜井 俊秀 
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